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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
六
十
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

　

前
回
に
、
住
井
す
ゑ
が
、
小
説『
橋

の
な
い
川
』と
い
う
題
名
で
、
大
和（
現

奈
良
県
）
の
部
落
の
差
別
問
題
を
追
及

す
る
構
想
を
描
い
た
と
記
述
し
て
お
い

た
。

　

し
か
し
、
住
井
は
、
大
和
の
部
落
の

隣
村
で
生
ま
れ
育
っ
た
も
の
の
、
18
歳

で
そ
の
故
郷
を
離
れ
て
以
来
、
ほ
と
ん

ど
大
和
に
帰
っ
て
い
な
い
の
で
、
部
落

に
つ
い
て
の
実
態
を
全
く
知
ら
な
か
っ

た
。

　

折
し
も
、
昭
和
33
年（
１
９
５
８
年
）

３
月
18
日
、
東
京
・
青
山
霊
園
に
あ
る

「
解
放
運
動
無
名
戦
士
墓
」で
の
第
11
回

追
悼
会
に
あ
た
っ
て
、
墓
の
改
修
工
事

の
施
工
を
決
定
し
、
資
金
を
募
集
し
て

い
た
。
犬
田
卯
著『
日
本
農
民
文
学
史
』

出
版
の
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
渋

谷
定
輔
が
、
募
金
活
動
に
加
わ
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
住
井
は
、
そ
の
印

税
の
一
部
を
、
こ
こ
に
寄
付
す
る
こ
と

に
し
た
。
そ
し
て
、
机
の
中
に
入
れ
て

お
い
た
卯
の
遺
骨
を
そ
れ
が
縁
で
、
分

骨
し
て
こ
の
墓
に
埋
葬
し
た
。

　

住
井
は
、
同
墓
地
に
遺
骨
を
納
め
た

そ
の
足
で
、
神
田
神
保
町
の
部
落
解
放

同
盟
の
東
京
事
務
所
に
出
向
い
て
同
盟

へ
の
参
加
を
申
し
出
た
。
戦
時
体
制
下

で
水
平
社
は
消
滅
し
て
い
た
が
、戦
後
、

部
落
解
放
全
国
委
員
会
と
し
て
再
建
さ

れ
、
昭
和
30
年（
１
９
５
５
年
）に
部
落

解
放
同
盟
と
改
称
し
て
い
た
。

　

部
落
解
放
同
盟
が
発
行
す
る
解
放
新

聞
の
昭
和
33
年
３
月
15
日
号
で
、
５
月

４
・
５
両
日
に
奈
良
市
で
部
落
解
放
同

盟
の
第
三
回
全
国
婦
人
集
会
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
住
井
は
出
席
し
て
み
よ
う

と
、
５
月
１
日
に
西
下
し
た
。

　

住
井
は
、
ま
ず
部
落
解
放
同
盟
東
京

事
務
所
の
責
任
者
に
紹
介
状
を
書
い
て

も
ら
っ
て
い
た
、
京
都
市
下
京
区
に
あ

る
部
落
問
題
研
究
所
を
訪
ね
、
所
員

と
会
っ
た
。
部
落
問
題
研
究
所
は
昭
和

24
年（
１
９
４
９
年
）２
月
以
来
、
機
関

誌『
部
落
問
題
研
究
』を
発
行
し
て
い
た

が
、
当
時
は
そ
の
名
称
を「
部
落
」と
改

称
し
て
い
た
。

　

一
方
、
住
井
が
参
加
し
た
昭
和
33
年

５
月
４
・
５
両
日
の
部
落
解
放
同
盟
第

三
回
部
落
解
放
全
国
婦
人
集
会
は
、
青

葉
の
美
し
い
奈
良
公
園
の
市
庁
舎
別
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
年
は
教

員
に
勤
務
評
定
が
施
行
さ
れ
た
年
だ
け

に
特
に
若
い
婦
人
教
師
の
参
加
が
多

か
っ
た
が
、
そ
の
他
全
国
各
地
か
ら
、

先
生
に
引
率
さ
れ
た
学
生
、
幼
児
を
お

ぶ
っ
た
主
婦
、
さ
ら
に
は
杖
を
つ
い
た

白
髪
の
老
婦
人
な
ど
１
４
０
０
名
も
の

人
々
が
参
加
し
、
会
場
は
熱
気
で
む
せ

返
っ
て
い
た
。
集
会
は
、「
勤
務
評
定
反

対
運
動
強
化
」、

「
同
盟
の
方
針

に
の
っ
と
っ
て

闘
う
議
員
を
議

会
に
お
く
る
」、

「
原
水
爆
禁
止

平
和
運
動
の
推

進
」
な
ど
の
基

本
方
針
を
可
決

し
て
、
解
放
歌
、

て

の

ひ

ら

の

歌
、
し
あ
わ
せ
の
歌
を
大
合
唱
の
後
、

２
日
間
の
全
日
程
を
終
了
し
た
。

　

そ
の
集
会
で
住
井
が
把
握
で
き
た

「
部
落
」の
現
状
は
、
貧
困
で
、
部
落
外

の
人
と
結
婚
は
で
き
な
い
。
就
職
は
不

利
だ
し
、
男
性
は
職
場
で
差
別
さ
れ
、

女
性
は
近
所
付
き
合
い
で
、
子
ど
も
は

学
校
で
差
別
を
受
け
る
。
全
く
不
合
理

な
こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

‐
引
用
文
献
は『
橋
の
な
い
川　

住
井

す
ゑ
の
生
涯
』（
北
条
常
久
著
・
平
成

15
年
風
濤
社
刊
）、『
住
井
す
ゑ
の
世
界

そ
の
生
涯
と
文
学
』（
前
川
む
一
編
・

平
成
13
年
株
式
会
社
解
放
出
版
社
刊
）

外
で
あ
る
。

�第三回部落解放全国婦人集会の手びき

‐『橋のない川　住井すゑの生涯』よ

り転載 ‐

部
落
解
放
同
盟
へ
の
参
加
と

第
三
回
部
落
解
放
全
国
婦
人

集
会
へ
の
出
席


